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ウリハムシの採卵法試案
松本義明
我々 の研究室では，ウリハムジ AulacoPhorafemoralis Motsch.の寄主決定の機構解明の
一環としてその走化性仁ついて実験を行ってきたが〈杉山 ・松本1956)，本種の解化幼虫をその材
料仁用いる場合，まず，その卵の採取を如何仁して簡単仁行うかという問題から解決しなければなら
なかった.飼料には，ほとんど一年中市販品を入手出来，経済的な点でキウリ果実(以下キウリど
略記する〉を用いるとしてぺキウリ細片をそのままジャー レ ・試験管など仁入れて産卵させると，卵
の大半はキウリ細片の断面，特にキウリと容様壁との間隙，あるいは虫の食痕凹部など仁産みつけら
れるく第1表 No.1).また，キウリ ・カボチャなどの葉を用いても，同様である(第1表 No.2).
そしてこのキウリ ・業など仁産下された卵は檎物組織仁密着しているため仁，これを傷つけず仁，柔ら
かし1筆を用いて削離採卵しようとすると， なかなか手聞がかかる.そこで，飼料以外のものに産卵さ
せること， また無菌飼育を行うような場合の卵の殺菌操作上の便宜を考慮して，パラフィツ紙ヘ産
卵させることを目標にして，ft.は予てから，この採卵法の改善を企てたが，昨夏(1957年〉いくつ
かの方法を試みた後に，一応パラ7~γ紙に産卵させるこ
とが出来た.結果的には，なお不満の点が少くないがここ
仁その方法を紹介し， あわせてそれまでに試みたいくつか
の方法と比較検討し，今後の参考仁したいと思う.
1.金網・パラフ 4ン紙法 容禄・器具は第1図No.
7仁示したよう仁，いたってありふれた簡単なものである.
以下仁その使用方法を説明する.
まず，径 9cmのジャー レの「ふた」を上向き仁して置
き，この上仁 12cm角のパラフ4γ紙〈市販の薬包紙を
用いるのが便利である〉をわたし，これに幹36・40自の真
鍬金網，さら仁キウリ切片をのせたアルミまたはアリキ製
のn状に折りまげた板 (7x5.5cm.)をのせ，雌成虫1
頭を牧容して，上からジャー レの「み」をかぶせる.
この方法の最も特徴とする処はパラフィツ紙上仁金網
を置いたことであって， これは後にも述べるように， この採
卵法の考案中に，たまたま金網の目を通して産卵が行わ
れることにヒントを得たのである.虫はよくこの金網の目を
通してパラフィツ紙に産卵し，この部分から，約70%の
卵が採取される〈第1表， No.7).すなわち， 1回当り
約30....70個の卵を1....2cnt空の面積仁卵塊状に産みつ
け， 1回当りの産卵数は，他の部分へのそれよりも多仇
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第1図 ヲリハムシ産卵容量器
ホ越冬中の成虫を加湿することにより，冬期でも実験室内で交尾・産卵を行わせ得る(松本・未発表).
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卵の採取仁は，ジャーレの「みJと「ふた」の聞から出ているパラフィシ績の耳を持って，ジャー
レの「みJを「ふたJから引き上げた後， 金網を静か仁パラフィシ紙からひきはがす. このとき金網
裏面に附着してくるものは僅かであり，卵の大部分はパラフィツ紙上に残るから，これを紙ごと適当の
大きさ仁切り取り.m卵容器中に移すのである.金網の裏面仁附着したもの，キウリ，金属板，ガ
ラス仁産みつけられたものは，柔らかし1筆で商IJ離する.
対照として，金網を設tなかった区(第1表. No.8) ではパラ7~ ツ紙への産卵は極めて低率で
ある、
金属板の設置はキウリ汁液・虫の排世物による金網・パラフィツ妖の汚染を防ぐためであるが，
また金網の目を通しての産卵が，ほとん~t 金属板におおわれた務分ι行われたことから考えて，こ
の狭小な場所が虫の産卵仁好適な環境を与えているとも思われる.
また，この金網下への産卵には，金網片の上から目を通してでなし金網片と紙との間隙から虫が
金網下ヘ進入して産卵が行われたのではないかとの疑問も起るが，まずそのようなことは無いといって
よい.即ち，金網片の周囲をセロテーブでパラフィツ紙仁固定して，虫の金網片下への進入を全く
防いで行った実験〈第1表 No.めでも，上記の実験方法〈第1表 No.7)の場合と同じく，
金網下への産卵は他の部分への産卵よりもはるか仁多かったからである.
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つぎに，この金網・パラフイγ紙法以外に用いられたいくつかの方法について簡単に説明し，それ
らの方法と比較してみよう.
2.珪藻土条溝法(第1図 No.3). まず最初に試みたのは，ウリハムジは通常野外で，ウリ類
根際の土壌中の亀裂，敷藁の下など仁産卵することから考えた方法である.即ち土嬢の代りに珪謀
土を混入した寒天をジャーレ仁流し込み，冷却後，この表面に，土壌の亀裂lこ似せて，ピγセット
で巾及び深さ 2-3mmの条溝を格子状に掘り，この条構に産卵させようとした.珪藻土からの卵
の削離は比較的容易であることが前年行った同様の実験で明らかであったからである. しかし第1
表， No.3に示したよう仁，この珪寵土寒天面に，とく仁多くの産下卵を得ることはできなかった.
ここで面白し、ことには，通気口として設けた口金の金網の目を適して，かなりの産卵が行われた.
このことに着目して次ぎに述べる方法が行われた.
3.珪藻土・金網法(第1図 No.4) 珪藻土に条溝を掘るかわりに，珪藻土上に特36・40目の
真織金網を敷いてみた.第1表 No.4に示した産卵成績を見て明らかなように，実仁90%以上
の産卵抗金網の目を通して珪藻土表面に行われ，キウリその他の部分への産卵はごく少数となっ
た.そして，採卵時，金網裏面に附着したものも少なかった.
4.シャー レ・金網法(第1図 No.5) 前法の珪藻土を取りのぞき，容器もとく仁通気孔を設け
れ普通のシャーレといまたキウリをのせる板も雑菌の繁殖しやすい厚紙の代り仁金属板を用いて
実験したのがこの方法である.前記の方法にくらべて，少しく劣るようであるが，約70%の産卵が，
やはり金網の目を通してガラス底面に行われたく第1表， No.5)，これと対照の意味で，金網を除
いた区〈第1表， No.6)では，卵の80%以上がキウリlこ産下され，ガラスへの産卵は10%以下
の少数にとどまった.
このよう仁して，キウリの実lこ比較すれば，はるかに削離採卵しやすいガラス面への産卵に成功した
が， ここでパラフィツ紙に産卵させ得ると考え，既述のような金網・パラフィツ紙法を案出したのであ
。.
しかし，ここに述べた金網・パラフィシ紙法にもなおいくつかの欠点がある.すなわち金網を卵から
削離する際に，一部の卵を傷つけることがある.それが原因となるのであろう.卵勝化期間中に，い
ちじるしい雑菌の繁殖を見る場合があり，この点は無菌的仁何等かの方法で解決されなければならな
い.また金網をとおしてのパラフィツ紙への産卵も， その産卵回数の上から見ると， 圧倒的に多ひと
は云えず，なおキウリ・その他に産卵する回数もかなり多い.
ここで第1表から気づくことは，各方法の閉じ 産卵総数したがって各1回当りの平均産卵数
lこ差が見られることである.もちろん実験の性質上，すべての区を同時仁飼育開始したわけではない
が，ウリハムジはその産卵期間の初期と後期とで，産卵周期が後期lこ延長する傾向はあっても，各
国の産卵数が減少，あるいは増大するというような傾向は見られないようである(三島 1936). した
がって，第1表から各1回当りの産卵数あるいは総卵数を比較しても，さほどの誤りはないと考えら
れる.各方法仁おける毎回の産卵数lこもとづいて分散分析を行った結果は確率水準5%で，金網
を設けた No.4， 5， 7， 10各区と金網を設けなかった No.1， 2， 6， 8各区との間仁有意の差
が認められ，前者は後者よりも産卵数が多いということになる.このことは金網を通してのパラフィツ
紙・ガラス・珪藻土各部分への産卵回数が全回数の約半ばを占めることととも仁， 1回当りの産卵
数が他の部分へのそれよりも明らかに多いことによる結果といえるであろう.
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もちろん，ここ仁述べた方法仁は既述のような.さらζ改善すべき余地があるが，金網の使用仁よ
ってパラフィツ紙・ガラスなどの平滑な面lこ産卵させ得るとやう方法が，ウリハムジと同様な産卵習
性をもつような他の昆虫の採卵法に何等かの参考ともなれば幸いである.
さらに，ウリハムジは，野外では土塊の間隙に産卵し，またこの実験から明らかなよう仁，ガラス・
紙なEの平滑な面へは，金網の目を通して，はじめてよく産卵することから，本虫の直接の産卵感応
は， 恐らく産卵場所の物理的な触覚によるものと考えられる.金網の目を通しての1回当りの産卵
数が他の部分へのそれよりも多く，且つ卵塊が大きいことは，金網の目の狭少な場所が，虫の尾端
に圧迫感を与え，これが産卵継続の刺戟となってやることを物語るものではなかろうか.パクガにおい
ても尾端の圧迫感が産卵を誘発し，物体表面の間隙仁よく産卵するという〈木下・深谷 1941).
この産卵感応の問題は，以上の実験方法から，さら仁発展して，実験的仁解決されるべきであろ
う.
試みにまず No.7 の方法を用~，て全日告条件下で産卵させたが，その結果は第 1 表 No.10 に示
すよう仁， No.7の場合と同じよう仁金網の目を通してパラフィソ紙ヘ約78%の産卵が行われた.こ
れによって，金網片を産卵場所として選択する行動は，必ずしも視覚を必要とするものではないこと
は明らかである.
また以上の実験を通じて，この虫の産卵仁直接関与する外的因子は，物理的な刺戟に対する感
覚と考えられる.
終り仁のぞみ，本稿校閣の労をとられ，助言をいただいた当研究所所長俊学博士杉山章平教授
仁厚く御礼申し上げる.
嫡 要
ウリハムジの採卵法の1方法として，パラフィツ紙上仁金網を設置する方法を考えた.この方法に
よれぜ成虫は金網の目を通して， よくパラフィソ紙ヘ産卵する.またこの方法案出に至るまでの実験
経過を述べ， これらの実験結果からこの虫の産卵感応について若干の考察を行った.この虫の産卵
感応は産卵場所の物理的な感覚刺戟仁よるものと思われる.
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